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論 文 内 容 の 要 旨

トリプトファン側鎖酸化酵素に初発する新しい トリプトファン代謝経路の存在が,緑膿菌(ATCC29574)

にて示された｡菌を定常期後期に集菌 し, ト1)プトファンと振返後,代謝物を反応液上清に回収した.こ

れらを薄層クロマ トグラフィー, GC/MS 等で解析した結果,既知のキヌレニン等のインドール核開裂

代謝物に加えて, 3種のインドール酸 (インドール酢酸,インドールグリコール酸,インドールグリオキ

シル酸)と3種のインドールアルコール (インドールエタノール,インドールグリコール,インドールケ

トール)を代謝物として同定した｡また,これらに加えて,インドールアセ トアルデヒドの存在は,同位

元素補捉法により,また,インドールグリコールアルデヒド及びインドールグリオキサールの存在はOIフ

ェニレンジアミンと縮合してインドールキノキサ リンを生成することにより,それぞれ確認した｡ついで,

代謝物のうち,インドールアセ トアルデヒドは,本菌と振塗することにより,インドール酢酸及びインド

ールエタノールへと代謝された｡同様に,インドールグリオキサールは,インドールグリオキシル酸 ド存

及びインドールケトールへと代謝された｡これらの転換は,無細胞抽出液において, ピリジンヌクレオチ

在下で再現された｡また,精製酵素を用いた実験より, トリプトファン側鎖酸化酵素によって, トリプト

ファンよりインドールアルデヒドが生じ これが,インドールグリコールアルデヒド,インドールグリオ

キサールへと転換されることが示唆された｡

これらの結果により,本菌においては, トリプトファンはまず トリプトファン側鎖酸化酵素により,イ

ンドールアセ トアルデヒド,インドールグリコールアルデヒドを経て,インドールグリオキサールへと代

謝され,ついで,この3種のインドールアルデヒドがアルデヒド脱水素酵素及びアルコール脱永素酵素の

働きでそれぞれ該当するインドール酸及びインドールアルコールへと代謝されることが示された｡また,

インドール酢酸とインドールエタノールはついで トリプトファン側鎖酸化酵素により,それぞれ,インド

ールグリコール酸とインドールグリコールを経て,インドールグリオキシル酸とインドールケトールへ代

謝されることが明らかになった｡この経路は,緑膿菌で既知のインドール核開裂経路が菌の増殖期に働い
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ているのに比べ,定常期以後に活発となる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

緑膿菌 (ATCC29574)の菌体浮遊液あるいは無細胞抽出液を トリプトファンと酵置すると,既知のイ

ンドール核開裂物質以外に3種のインドール酸 (インドール酢酸,インドールグリコール酸,インドール

グリオキシル酸)と3種のインドールアルコール (インドールエタノール,インドールグ1)コール,イン

ドールケトール)が分離され,薄層クロマ 7,,GC/MS等により同定された.さらにインドールアセ トア

ルデヒドは同位元素捕捉法により,またインドールグリコールアルデヒドおよびインドールグリオキサル

は O-フェニレンジアミンと縮合 してインドールキノキサリンとして同定された｡ トリプトファンは トリ

プトファン側鎖酸化酵素によりインドールアセ トアルデヒド,インドールグリコールアルデヒド,インド

ールグリオキサル-と代謝され,それぞれが酸化還元をうけて対応するインドール酸およびインドールア

ルコールへ代謝されることが明らかにされた｡以上の研究は緑膿菌におけるトリプトファンの新 しい代謝

経路を発見し9種類の新 しい代謝中間物質の同定に成功し, トリプトファン代謝の研究に新しい分野を開

拓した｡

よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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